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1. 原稿用紙

1.1. タイトルその他(1ページ目上部)に関して

技術研究報告の1ページ目上部には，タイトル，発表者氏名，所属，住所，メールアドレス，キーワードの和文または英文及びあらまし(和文300字程度または英文100語程度)を，それぞれ記述してください．

1.2. 本文に関して

本文は1.1の「タイトルその他」に続けて記述してください．記述に関しては，このテンプレートファイルを用いて作成するか，あるいは，任意のA4判の用紙を利用することができます．その場合には，執筆要項を参照してください． 

2. 原稿提出枚数

連絡用紙に指定の提出枚数が記載してあります．図・表，写真を含め制限枚数以内で作成して下さい．原稿を作成する前に，手持ちの原稿量と制限枚数とを十分勘定して必ず制限枚数におさまるようご注意ください．(枚数を超過した原稿は受け付けません)

3. 原稿の書き方

インクは黒とし，印字のカスレや濃淡のムラがないこと．

文字の大きさ：ワープロおよびタイプの場合，本文は9ポイント活字を標準とし，字間および行間は適宜調整すること．なお，標題は拡大文字とするのが望ましい．

書き終わった原稿には，右下欄外に鉛筆でページ数を必ず記入すること．

4. 図と表，写真

図と表：原稿用紙の任意の箇所に直接書く，あるいは白紙または青色の方眼用紙に黒インキで書いて張り付ける．

写真：出来るだけ一箇所にまとめて張り付ける（カラーは不可．白黒印刷のためカラー写真も白黒とさせていただきます）．

· 張り付けたものが原稿用紙の枠をはみ出ないこと

· 写真を張り付ける場合四隅にのり付けし，原稿送付の際折れないように注意すること，

· 図面，写真，表の文字や数字は本文と同じ大きさであること．

5. 発行日について

著作権保護のため，発表日の1週間前(7日前)が発行日です．
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